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研究成果の概要（和文）：本研究では、認知心理学における行動変容の知見に、五感情報処理技術分野の先端技
術を応用することで、クロスモーダル過程における知見の蓄積と高度化・体系化を行うことを目指し、表情変形
技術、疑似抵抗感提示、行動に伴う注意が視聴覚統合に及ぼす影響、行為主体感が外界の知覚に及ぼす影響、視
覚的バイアスや錯視、運動による聴覚感度の変化などの多様な成果を得た。また、自己所有感・自己主体感とク
ロスモーダル過程の関係などの新しい視点からの研究も行うことができた。

研究成果の概要（英文）：The present study aimed at accumulating, advancing, and systematizing 
knowledge in cross-modal processes by combining advanced VR technologies with the knowledge of 
behavioral change in cognitive psychology. The results are diverse: including the facial expression 
deformation techniques, the pseudo-resistance presentation by cross-modal effects, attentional 
modulation of audiovisual integration, the effects of sense of agency on perception, visual bias and
 illusions, and changes in auditory sensitivity due to motor action. Also the study led to new 
perspectives, such as the relationship between cross-modal processes and sense of agency/ownership. 

研究分野： 実験心理学・認知科学

キーワード： 拡張現実　クロスモーダル　行動変容
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令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の成果の学術的意義は、クロスモーダル過程における知見の蓄積と高度化・体系化を進めたという点であ
り、将来的に本研究をさらに発展させ、実社会でのフィールドでの試用と社会的受容性を調査することによっ
て、現実社会のテクノロジーに対する要請を戦略的に先取りする形で、クロスモーダル型人間拡張技術の実現が
可能になり、人間の体験から行動変容に至る過程の科学的解明がさらに進むことも期待できる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



 

 

様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 
 認知心理学の知見の蓄積と、脳機能計測技術の発展によって、各感覚モダリティは従来考えら
れていたほど独立ではなく、感覚間相互作用が知覚の主観的体験において重要な役割を果たす
ことが示されてきた。加えて、近年の多感覚情報提示技術の進歩により、クロスモーダル知覚現
象（異種感覚の統合や相互作用による主観的体験）の研究は新たな局面を迎えつつある。特に、
今までに体験したことのないクロスモーダル相互作用によって、感覚や知覚が変化するのみな
らず、より高次の身体知覚や情動にも変化が起こり、その結果として行動や意思決定にも変化が
現れることが明らかになってきていた。 
 
 
２．研究の目的 
 
 上記のように、近年の多感覚情報提示技術の進歩により、クロスモーダル知覚の研究は新たな
局面を迎えつつある。特にクロスモーダル相互作用とその体験によって、感覚や知覚が変化する
のみならず、より高次の身体知覚や情動などにも変化が起こり、その結果として行動や意思決定
にも変化が現れることが明らかになってきた。本研究では、認知心理学におけるダイナミックな
意思決定過程のモデルと行動変容の知見に、五感情報処理技術・VR（ヴァーチャルリアリティ）
の分野の先端技術を応用することで、身体・認知能力を変化させるクロスモーダル人間拡張技術
につながる知見の蓄積と高度化・体系化を行うことを大きな目的とした。 
 
 
３．研究の方法 
 
 認知心理学的・脳科学的手法を用いてメカニズムを解明し、その知見の一部を応用したクロス
モーダル型人間拡張手法の要素技術を蓄積する。特に、厳密な統制を行うことで、クロスモーダ
ル知覚の基礎的過程を明らかにする実験心理学的研究方法と、さまざまな五感情報処理技術を
活用して人間拡張を目指す工学的方法の両方を用いて研究を進めた。 
 

 
 
４．研究成果 
 
 2017 年度：特に実験環境の構築と実験の開始に重点をおいて研究を進めた。その結果、人の
行動の知覚メカニズムの解明、連続ボタン押しの学習の転移、連続ボタン押しの効率を調べる手
法などに関する知見を得ることができた。加えて、同調的な表情変形技術、視触覚間相互作用に
よる疑似抵抗感提示、擬似移動感、擬似成功感を活用する際の知見も集まるとともに、所有感・
自己主体感などの新しい視点も浮上したため、次年度以降にそれらを拡張して研究を進める計
画をたてた。 
 



 

 

 2018 年度：クロスモーダル知覚によって起こりうる身体感覚の変化と行動の変化に関する研
究をさらに進め、行動に伴う注意が視聴覚統合に及ぼす影響、拡張現実感や VR によって変化す
る空間の知覚、自他の弁別や融合などが起こす心理的変化などに関する研究も行った。2017 年
度の研究により得られた拡張現実感を用いた身体の変容とそれにともなう行動変化に関しては
複数の査読付き論文として刊行され、自己主体感はその前後の報酬や効用感によって
（predictive にも postdoctive にも）変化しうるという知見についても査読付き論文として発
表した。 
 
 2019年度：様々な VR 環境におけるクロスモーダル知覚の変化を、特に身体感覚の変化、身体
所有感の変化、さらにそのような変化にともなう感情の変化などに関する研究をすすめた。また
行為主体感に関する研究に関しても、行為主体感が外界の知覚に及ぼす影響を調べる研究を行
った。2018 年度の研究は既に、査読付き論文として複数公刊したとともに、学会での発表も積
極的に行った。 
 
 2020 年度：年度に本格的なデータ取得が取れる見込みができ、いくつかの研究計画の変更は
あったものの、分担研究者と研究協力者の協力を得て、繰越研究案件も含め計画通りに進めるこ
とができた。その結果、行為主体感に関する研究のとりまとめや、視覚的バイアスや錯視に関す
る研究、運動と聴覚の連動による感度の変化などの複数の研究を進めることができ、概ね順調に
進んだ。コロナ禍の影響もあり、対面での実験実施に困難が生じていたために、翌年度に研究期
間を延長し、研究内容の取りまとめを行うことにした。 
 
 2021 年度及び 2022 年度（延長）：コロナ禍の影響もあり、対面での実験実施に困難が生じて
いたが、研究期間を再度延長することで、研究内容の取りまとめを行った。その結果、運動によ
る聴覚刺激の検出能力の変化に対する経験の効果、視覚的錯視の動的表示による効果の増大、ク
ロスモーダル知覚の個人差などの知見を得ることができた。 
 

 これらの研究成果はクロスモーダル知覚の知見を用いて、身体・認知能力を変化させるクロス

モーダル人間拡張技術につながるものであり、今後の知見の蓄積と高度化・体系化につながるも

のである。 
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